
 

大阪国際大学（大阪府守口市／学長：宮本郁夫）では、経営経済学部経営学科の体験型

学修プログラムのひとつとして「地域活性化のためのベンチャービジネス」プログラムを展

開している。地域に根付くさまざまなローカルビジネスの課題に対して、ユニークで新しい

実践的な戦略を取り組むことで、未来を切り開く学生を育成。 

「地域活性化のためのベンチャービジネス」プログラムにチャレンジ 
～ 事業創造や事業発展をデザインする ～ 大阪国際大学経営経済学部 

本学科での体験型学修プログラムでは、本学の所在地である守口市を中心に各地域の歴史と

伝統のあるビジネスが今抱えるさまざまな課題に取り組んでいる。分析から戦略策定まで学生が

自ら考えてアイデアを出し、企業や各組織に提案している。 

経営学科の山本誠一准教授のゼミおよび地域フィールドワークの授業では、大阪府守口市の

「土居商店街」、同府門真市の老舗和菓子店「まむ多」、大阪府池田市の老舗旅館「不死王閣」と

いう、いずれも歴史と伝統のある施設や企業が、昨年来のコロナ禍でますます深刻となる経営環

境で抱えている課題に対して、未来の戦略デザインを取り組んできた。 

コロナ禍において、前期もフィールド調査が実施できない中で、メールでの質疑応答やネット情

報を駆使しながら、最終提案まで行うことが出来た。 

 

 

▼本件に関する問い合わせ先 

大阪国際大学 経営経済学部経営学科 

准教授 山本 誠一 

TEL： 06-6902-0791（代） 
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